
➢ 徳島県の南部に位置する那賀町は約95%が森林（ 65,958ha）であり、「木頭杉」を中心にH17年を底に素材生産量を伸ばしてきた。しか
し、近年林業従事者数の減少もあり、未整備森林の増加へとつながっている。そうしたなかで、那賀町では森林の持つ水源涵養、国土
保全等の機能維持増進のため、皆伐事業の推進及びそれに伴う適正な森林づくり行う人工造林事業の推進を図っている。

➢ 令和６年度においては、那賀町内で実施された人工造林事業のうち、約41haの植栽及びそれに伴う鳥獣害防護施設等に係る補助につい
て森林環境譲与税を活用し実施した。

□ 事業内容
那賀町人工造林事業

• 森林所有者の委託を受けて、森林整備法人もしくは林業
事業体が事業を実施

• 植栽及び鳥獣害防護施設等の整備

【事 業 費】10,826千円（全額譲与税）

【実 績】植栽面積 41.02ha

防護柵 9,659ｍ

単木保護 13.48ha

徳島県 那賀町（適正な森林づくりに向けた人工造林）森林整備

□ 取組の背景

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

①令和6年度譲与額：293,851千円 ②私有林人工林面積（※１）：40,379ha

③林野率（※１）：94.6％ ④人口（※２）：7,367人 ⑤林業就業者数（※２）：132人

□ 取組の効果

• 那賀町内では伐期を向かえた多くの森林があるが、森林
所有者が主伐を控える傾向にあるため、森林の持つ水源
涵養、国土保全等の機能が懸念される。そのため、皆伐
事業及びそれに伴う人工造林事業について補助を行うこ
とで、適正な森林づくりの実施を図る。（譲与税の活用
は人工造林事業のみ）

• 造林補助を実施したことにより、適正な森林づくり
（森林サイクルの循環）を図ることができたと考える。

• 森林の持つ水源涵養や国土保全の機能など、森林整備
の重要性について広く認識してもらうことができたと
考えられる。
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